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 近年，全国各地において歩行者優先の街路空間を整備し，来街者の回遊行動を促進させる取り組みへの

関心が高まっている．回遊行動を促進させるためには，主要な施設の整備に加えて，休憩や軽食などを行

うことができる小さな滞在スポットをまちなかに適切に挿入する必要があると考えられる．そこで本研究

では，GPS 行動軌跡データに基づき，来街者の回遊中における小さな滞在にみられる特徴を明らかにする．

そして，小さな滞在を誘発させるための街路空間の整備パターンを評価する．金沢市中心部におけるケー

ススタディの結果，小滞在を実施することでまちなかでの回遊時間が増加することが明らかとなった．ま

た，歩道を連続的に整備するとともに，小規模店舗を立地させることによって小滞在の発生確率が増加す

ることを示した． 
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1. はじめに 

 

(1) 研究の背景と目的  

 わが国の多くの地方都市では，自動車中心の道路構造，

施設配置が形成されている．自動車で来街した人々は，

1 つの目的地に滞在し，その後すぐに帰宅するといった

行動パターンが多い傾向にある．これによって，都心商

業地域の賑わいが徐々に失われ，閑散とした街路が各地

で顕在化している．こうしたことから，自動車中心の街

路空間から歩行者優先の街路空間へ転換し，都心商業地

域を活性化，すなわち来街者の回遊行動を促進させるこ

とが重要な課題となっている． 

 来街者の回遊行動を促進させるためには，主要な施設

を整備し，それらを繋ぐ街路を歩行者専用化すること等

によって魅力的にする必要がある．また，こうした歩行

動線上に，休憩や軽食を行うことができるベンチ，店舗

などの小さな滞在スポットを適切に挿入することも重要

であると考えられる．このような街路空間の再編を実施

するにあたっては，施設の新規立地，歩道の拡幅，緑化

エリアの整備などの多様な施策をパッケージ化し，この

施策パッケージの導入効果を定量的に明らかにする必要

がある． 

 そこで本研究では，金沢市中心部を対象として実施し

たGPS行動調査データを用いて，来街者の回遊中におけ

る滞在タイプを抽出し，その特性を明らかにする．そし

て，来街者の小さな滞在を誘発させる街路空間の整備パ

ターンを定量的に評価する．具体的にはまず，滞在時間

の長さによって滞在タイプを分類し，時空間上で滞在パ

ターンの実態を分析する．次に，分類された滞在タイプ

のうち小さな滞在に着目して，その発生要因を明らかに

する．最後に，多目的最適化アプローチを適用して，予

算制約のもとで，来街者の小さな滞在を誘発させるため

の街路空間パターンを提示する． 

 

(2) 既往研究の整理と本研究の特徴  

 都心商業地域における来街者の回遊行動の実態分析お

よび，そのモデル化を図った研究は数多く存在する． 

 回遊行動の実態分析に関する研究として，例えば，鈴

木・日野 1)は自動車による来街に着目し，無料駐車時間

の設定が来街者の滞在時間・訪問箇所数に与える影響を

明らかにしている．佐藤・円山 2)は，GPS 行動軌跡デー

タを用いて，時空間上において来街者の回遊圏域・回遊

時間の要因を分析している．松中ら 3)は，GPS ロガーを

用いて，来街者の位置データと歩数を計測し，個人属性

別に歩数・滞在時間にみられる特徴を分析している． 

 回遊行動のモデル化に関する研究としては，例えば，
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西井ら 4)は，観光地での周遊行動を対象として，ハザー

ドモデルを適用し，滞在時間の要因分析をしている．荒

木ら 5)や寺山ら 6)は，ネスティッドロジットモデルを適

用して来街者の回遊の継続・帰宅の選択，活動内容の選

択，目的地の選択，滞在時間の選択からなる一連の回遊

行動を記述し，シミュレーションを行っている．また，

大山ら 7)は離散連続モデルを適用して，活動欲求を考慮

した活動の継続・滞在時間の選択モデルを構築し小滞在

の発生メカニズムを分析している．この研究では，本研

究と同様に来街者の小さな滞在に着目しているが，回遊

中における滞在タイプを明確に区分していない． 

 こうした一連の研究の中で，本研究は，GPS行動軌跡

データから来街者の回遊中における小さな滞在を抽出し，

その空間分布にみられる特徴や発生要因を分析する．そ

して，小さな滞在を誘発させるための街路空間の整備パ

ターンを明らかにする． 

 

 

2. 分析対象地域と使用データの概要 

 

(1) 分析対象地域の概要  

 分析対象地域は図-1に示す石川県金沢市の中心部であ

る．金沢市は金沢城公園，兼六園周辺が旧市街地であり，

金沢駅から約 2.5kmの位置にある．金沢駅と旧市街地を

繋ぐ国道 157号は都心軸と呼ばれており，商業施設やホ

テル，オフィスなどが立地している．また都心軸では片

側 2車線の道路とともに歩道が整備されている．一方，

都心軸以外は細街路のネットワークが形成されており，

歴史的建造物や文化施設が立地している．旧市街地は

「しいのき広場」「金沢城公園」「兼六園」が一体とな

り，水と緑が調和した空間となっており，連日多くの観

光客で賑わっている．また，旧市街地の細街路には飲食

店が集積している． 

 

(2) 使用データの概要 

 本研究では，市販のGPSロガーを用いて回遊行動デー

タを取得した．GPSロガーは 5秒間隔で位置情報，時刻

および速度が記録される． 

 GPSによる回遊行動調査は，県内在住の学生・会社員

に筆者らが直接依頼し，2022年 7月から 9月にかけて実

施した．その結果，被験者 96名の GPS行動データを入

手することができた．以降の分析ではこの 96 名のデー

タを用いる．なお，個人属性については，男女比は概ね

1：1であり，年代は 10代・20代が多く，他の年代の被

験者は限られている． 

 街路空間の特性指標を整備するために，本研究では，

open street mapから道路ネットワークデータ，および業種

別の施設の位置データを入手した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 来街者の回遊行動特性分析 

 

(1) 回遊経路にみられる特徴 

 図-2は，全被験者のGPSログデータを地図上にプロッ

トしたものである．これより以下のことがわかる． 

 金沢駅前には大規模商業施設が立地しており，買い

物・飲食・娯楽施設が集積している．こうしたことから，

ログデータが最も集中しており，来街者の活動の拠点で

あることがわかる． 

 一方，旧市街地に着目すると，金沢駅前に比べて，ロ

グ密度が低く，それらが点在していることがわかる．旧

市街地においてログ密度が高い箇所をみてみると，21

世紀美術館や，国道 157号沿いに立地している大規模商

業施設が挙げられる．また，小規模な店舗が立ち並ぶ堅

町通りや飲食店が集積している片町・木倉町においても

ログ密度が高い箇所が存在している． 

図-1 分析対象地域（石川県金沢市） 

図-2  GPSログの分布(全被験者) 
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 回遊経路についてみてみると，金沢駅と旧市街地を結

ぶ国道 157号において多くのログを観測している．また，

金沢駅からひがし茶屋街までの街路，旧市街地の広坂通

りにおいてもログが観測されている．これらの街路はい

ずれも歩道が整備されている．一方，歩道が整備されて

いない細街路においてはログ数が少ないことがわかる．

こうしたことから，来街者の回遊経路は限定的である様

子が窺える． 

 

(2) 滞在タイプの抽出 

 GPSロガーでは，前述したように 5秒間隔で位置，速

度，時刻が記録されている．ここでは，各位置データの

移動と滞在の判別を行う．本研究では，時速2km以下の

点は何らかの目的で停止し，時速2kmよりも大きいもの

は移動と仮定した．このとき，時速2km以下の点群には，

店舗での買い物・飲食・休憩などの活動や，信号待ち，

バス待ち等のデータが含まれている．本研究では，店舗

での買い物などの活動のみを分析の対象とする．そのた

めに，まず信号待ち・バス待ちのデータを除外すること

を試みる．具体的には，まずGIS上で各被験者のログを

プロットし，交差点・バス停の周辺で時速2km以下の点

群を抽出した．そして，交差点・バス停の周辺で時速

2km以下の状態が 1分以上継続したものを信号待ち・バ

ス待ちと考えて，データから除外した． 

 次に，店舗等での買い物・飲食・休憩などの活動のた

めに停止した点群から滞在時間の長さによって滞在タイ

プの分類を行う．本研究では，クラスタリング手法の 1

つであるMean Shiftを適用する．Mean Shiftでは，探索範

囲半径を設定してクラスタリングを行う必要がある．探

索範囲半径を試行錯誤し，本研究では 10 分を用いるこ

ととした．図-3はクラスタリングの結果を示したもので

ある．これより，滞在時間の長さによって 4通りのクラ

スターを抽出することができた．各クラスターの滞在時

間の分布をみてみると，クラスター1 は滞在時間が 0～

16 分である．このことから，ウィンドウショッピング

や小休憩などの滞在であると考えられる．クラスター2

は滞在時間が 17～37 分であり，飲食店での軽食や専門

小売店での買い物が主な活動であると予測される．クラ

スター3は滞在時間が 38～62分であり，飲食店での食事

や観光施設での滞在と考えられる．クラスター4 は滞在

時間が 63 分以上であり，飲食店や娯楽施設での滞在で

あると考えられる． 

 本研究では，クラスター1 を「小滞在」，クラスター

2を「中滞在 1」，クラスター3を「中滞在 2」，クラス

ター4を「大滞在」と定義し，以降の分析を行う． 

 

(3) 滞在タイプ別にみた滞在箇所の空間分布 

 図-4a)-d)は，滞在タイプ別にみた滞在箇所の空間分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を示したものである．ここではカーネル密度図を用いて

可視化しており，濃淡が濃くなるほど滞在者数が多いこ

とを表している． 

 小滞在の分布についてみてみると，滞在箇所が地域内

に点在していることがわかる．滞在者数が最も多い地点

は大規模商業施設が立地している金沢駅前である．この

ことから，大規模商業施設では，長時間の滞在のみなら

ず，小さな滞在も多数発生していることが明らかとなっ

た．その他の滞在箇所に着目すると，飲食店が立ち並ぶ

旧市街地の片町エリアで小滞在が発生している．また，

しいのき広場においても小滞在が若干みられることから， 

緑化や公園の整備は小滞在の誘発に有効であると考えら

れる． 

 その一方で，中滞在 1・2，大滞在の分布をみてみる

と，その大半が大規模商業施設と主要観光地である．そ

のため，小滞在に比べて滞在箇所数が少なく，滞在箇所

がより限定的になっている． 

 

(4) トリップチェインにみられる特徴 

 図-5は，回遊中における被験者の滞在タイプの推移を

サンキー図を用いて示したものである．図中の線の太さ

は被験者数を表している．また，図中では滞在タイプ

(A:小滞在，B:中滞在 1，C:中滞在 2，D:大滞在)を表記し

ており，例えば「A1-44」は 1 トリップ目が小滞在であ

る被験者が 44 名であることを示している．これより以

下のことがわかる． 

 1 トリップ目は小滞在が最も多く，これに次いで，中

滞在 1が多くなっており，大滞在が最も少ない．1トリ

ップ目以降の遷移をみてみると，小規模・中規模な滞在

は，これらの組み合わせで連続する傾向にある．一方，

大滞在から小規模・中規模な滞在への遷移は極めて少な

い．また，大滞在から大滞在への遷移はみられない．こ

うしたことから，来街者は主たる活動(大滞在)を実施す

ると回遊を終了する傾向にあることが推察される． 

 図-6a)-d)は被験者(A～D)の回遊経路を時空間上に可視 

図-3 滞在タイプの抽出結果 
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化したものである．図中では，移動を灰色，小滞在を青

色，中滞在 1を緑色，中滞在 2を橙色，大滞在を赤色の

点でそれぞれプロットしている．また，移動の点の濃淡

は移動速度を表しており，濃淡が薄いほど速度が速い，

すなわちバスや自動車，自転車を利用して移動している

ことを示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 被験者 Aの時空間回遊経路をみてみると，10時 29分

に金沢駅から回遊を開始し，旧市街地で小滞在と中滞在

1 を繰り返し行い，その後，回遊開始地点へ戻り，駅前

で大滞在を実施して回遊を終了している．この被験者の

総回遊時間は 6.8 時間であり，この内訳は移動が 2.5 時

間，小滞在が 1時間，中滞在 2が 1.9時間，大滞在が 1.4

時間となっていた． 

 被験者Bの回遊経路は，8時52分に金沢駅から回遊を

開始し，駅前で大滞在を行っている．その後，旧市街地

方面にバスで移動し，金沢城公園と兼六園で小滞在と中

滞在 1を行っている．そして，回遊開始地点へ徒歩で戻

り，駅前で大滞在を実施して回遊を終了している．この

被験者の総回遊時間は 4.2 時間であり，この内訳は移動

が 0.9時間，小滞在が 0.1時間，中滞在 1が 0.4時間，大

滞在が 2.8時間となっている． 

 被験者Cの回遊経路は，13時2分に金沢駅から回遊を

開始し，その直後に駅前で大滞在を実施している．そし

て，小滞在を 2回行い，回遊を終了している．この被験 

a) 小滞在 b) 中滞在 1 

c) 中滞在 2 d) 大滞在 

図-4 滞在タイプ別にみた滞在箇所の空間分布 

図-5 回遊中における滞在タイプの推移 
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者の総回遊時間は 4.3時間であり，この内訳は移動が 1.3

時間，小滞在が 0.4 時間，大滞在が 2.6 時間となってい

た． 

 被験者 Dの回遊経路は，11時 21分に金沢駅から回遊

を開始し，まず，駅前で小滞在を行い，そこから徒歩で

移動し，近江町市場周辺で中滞在 1と小滞在を複数回行

っている．その後，旧市街地へ徒歩で移動し，中滞在 2

と中滞在 1を実施して回遊を終了している．この被験者

の総回遊時間は4.8時間であり，この内訳は移動が2.1時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間，小滞在が 0.7時間，中滞在 1が 1時間，中滞在 2が 1

時間となっていた． 

 図-7は，小滞在の有無別にみた平均回遊時間・滞在時

間を示したものである．これより，回遊中に小滞在を実

施しなかった場合に比べて，小滞在を行った場合には，

平均回遊時間・滞在時間が長いことがわかる．小滞在を

実施することによって，平均滞在時間は 1.2 倍，平均回

遊時間は 1.4 倍に増加している．このことは，まちなか

に小滞在を促す空間を設けることによって，来街者の回

遊行動が活性化することを示唆している． 

 

 

4. 小滞在の発生要因の分析 

 

 ここでは，街路空間構成が来街者の小滞在の発生に及

ぼす影響を明らかにする．具体的には，二項ロジットモ

デルを適用して，来街者がリンク上で小滞在を実施する

か否かを選択するモデルを構築する． 

 本研究では，説明変数として「歩道幅員」「衣服店件

数」「飲食店件数」「緑化リンク長」「大規模施設隣接

a) 被験者A b) 被験者B 

c) 被験者C d) 被験者D 

図-6 時空間回遊経路の分布 

図-7 小滞在の有無別にみた回遊時間・滞在時間 
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ダミー」「観光地隣接ダミー」を用いる．ここで「歩道

幅員」については，基盤地図情報の道路縁・道路構成線

と Google street view を用いて筆者らが独自に整備した．

「衣服・飲食店件数」は，open street mapから位置データ

を抽出し，リンクごとに半径30mのバッファを作成し，

バッファ内の施設数をカウントした．「緑化リンク長」

は，兼六園文化の森ゾーンとして指定されている，兼六

園を中心として半径1km内に位置しているリンクとした．

「大規模施設隣接ダミー」は大規模商業施設に隣接して

いるリンクとし，「観光地隣接ダミー」は主要観光施設

に隣接しているリンクとした．これらの説明変数はすべ

て小滞在の効用関数に投入した． 

 表-1はパラメータの推定結果を示したものである．パ

ラメータの有意性をみてみると，「歩道幅員」「衣服店

件数」「大規模施設隣接ダミー」「観光地隣接ダミー」

が有意水準 1%であり，「飲食店件数」「緑化リンク長」

が有意水準 10%である． 

 各パラメータについてみてみると，「大規模施設隣接

ダミー」と「観光地隣接ダミー」がそれぞれ正の値を示

していることから，大規模施設や観光地で小滞在が発生

する傾向にある．これは 3章(3)で示したように，金沢駅

前の大規模商業施設において小滞在が最も多いことが影

響している．また，観光地については，21 世紀美術館

において小滞在の発生割合が高い．当該施設は，定期的

にイベントが開催されているため，観光客のみならず，

多くの市民が来訪する傾向にある．「歩道幅員」「衣服

店件数」は正のパラメータであることから，歩道が整備

されている街路，衣服店が集積している街路で小滞在が

発生しやすい．また，有意性は低いものの，「飲食店件

数」「緑化リンク長」も正の値を示しており，これらも

小滞在を増加させる要因の 1つである． 

 以上より，主要な施設を整備することに加えて，歩道

や小規模な施設の整備，街路の緑化を実施することによ

って，まちなかでの小滞在の発生を促進させることが明

らかとなった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 多目的最適化による街路空間の再配分 

 

(1) 街路空間再配分問題のフレームワーク 

 本研究では，来街者の小滞在のポテンシャル(発生確

率)が最大となる街路空間の整備パターンを評価するこ

とを試みる．ここでは，街路の整備として，「歩道の拡

幅」「小規模店舗の立地」「街路の緑化」を対象とする． 

 来街者の小滞在のポテンシャルを最大化するためには，

歩道幅員や施設数を最大限増加させることが望ましい．

しかし，現実には予算制約が存在するため，整備可能な

街路の範囲は限られる．すなわち，来街者の小滞在のポ

テンシャルと街路空間の整備コストはトレードオフの関

係にある．そこで本研究では，小滞在のポテンシャルの

最大化と街路空間の整備コストの最小化の多目的最適化

問題を解き，予算制約に応じた街路空間の整備パターン

を提示する．この多目的最適化問題は以下のように定式

化する．  

max. 𝑍1 =∑(𝛬1,𝑖 − 𝛬0,𝑖)

𝑖

(1)
 

min. 𝑍2 =
𝑊

𝑊∗
+

𝐶

𝐶∗
+

𝐷

𝐷∗
+

𝐺

𝐺∗
(2) 

Λ =∑𝑙𝑜𝑔{exp(𝑉𝑠) + exp⁡(𝑉𝑜)}

𝑖

(3)
 

𝑊 = ∑(𝑤𝑖 − 𝑤𝑚𝑖𝑛,𝑖) × 𝑙𝑖
𝑖

(4)
 

𝐶 =∑(𝑐𝑖 − 𝑐𝑚𝑖𝑛,𝑖)⁡/⁡𝑙𝑖
𝑖

(5)
 

𝐷 =∑(𝑑𝑖 − 𝑑𝑚𝑖𝑛,𝑖)⁡/⁡𝑙𝑖
𝑖

(6)
 

𝐺 =∑(𝑔𝑖 − 𝑔𝑚𝑖𝑛,𝑖)

𝑖

(7)
 

 式(1)の目的関数𝑍1は小滞在のポテンシャルであり，

政策前後のログサム(𝛬0：現状，𝛬1：整備後)の差によっ

て定義し，これを最大化する．ログサムは式(3)のよう

に定義され，4 章で構築した小滞在の発生モデルによっ

て計測される．ここで，𝑉𝑠は小滞在，𝑉𝑜はその他の活動

の確定項である． 

 式(2)の目的関数𝑍2は「歩道拡幅面積(𝑊)」「衣服店密

度(𝐶)」「飲食店密度(𝐷)」「緑化区間長(𝐺)」の合計を街

路の整備コストと定義し，これを最小化する．「歩道の

拡幅面積(𝑊)」は式(4)のように表す．ここで，𝑤𝑖はリン

ク𝑖の整備後の歩道幅員である．𝑤𝑚𝑖𝑛,𝑖は現況の歩道幅

員であり，𝑙𝑖はリンク長である．「衣服店密度(𝐶)」「飲

食店密度(𝐷)」は式(5)，(6)のように表し，整備後のそれ

ぞれの店舗件数を𝑐𝑖，𝑑𝑖として，現況の店舗件数𝑐𝑚𝑖𝑛,𝑖，

𝑑𝑚𝑖𝑛,𝑖との差をとり，リンク長(𝑙𝑖)で除している．「緑化

区間長(𝐺)」は式(7)のように表し，𝑔𝑖が整備後の緑化区

間長であり，𝑔𝑚𝑖𝑛,𝑖が現況の緑化区間長である．ここで

表-1 小滞在の発生要因分析の結果 

 
パラメータ ｔ値

歩道幅員[m] 0.158 2.50 ***

衣服店件数[件] 0.065 2.47 ***

飲食店件数[件] 0.567 1.87 *

緑化リンク長(/10)[ｍ] 0.041 1.84 *

大規模施設隣接ダミー 1.142 3.56 ***

観光地隣接ダミー 1.616 4.10 ***

定数項（その他活動） 3.300 14.29 ***

N

調整済み尤度比

*：10％有意，**：5％有意，***：1％有意

798

0.613
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目的関数𝑍2は 4つの部分目的関数から規定されており，

それぞれの次元が異なる．そこで本研究では，4 つの部

分目的関数のうち 1つの関数を用いて最適化問題を解き，

それぞれの最小解(𝑊∗・𝐶∗・𝐷∗・𝐺∗)を得た．そして，

これらの最小解で各部分目的関数を除すことで無次元化

した．これは，𝑍2の目的関数を投資額にすることで精

緻化できると考えられるが，今後の課題としたい． 

 また，各リンクの制約条件は以下のように定義した．

歩道幅員は，現況の歩道幅員から道路幅員まで拡幅可能

とした．施設密度については，密度は現況から 1件/50m

まで増加できるようにした．緑化区間長については，リ

ンク長まで整備できるようにした． 

 本研究では，遺伝的アルゴリズムを適用して，個体数

を 50，世代数を 1,000として多目的最適化問題を解く． 

 

(2) 計算結果  

 街路空間再配分問題の計算結果を図-8に示す．図中の

赤点がパレート解，灰色の点が棄却された解である．目

的関数𝑍1(小滞在のポテンシャル)と𝑍2(街路空間整備コス

ト)のパレートフロンティアより，小滞在のポテンシャ

ルを増加させると，街路空間整備コストが増加するとい

うトレードオフ関係が確認できる．図の左端部のパレー

ト解は街路の整備コストの最小化を優先したケースであ

り，反対に右端部は来街者の小滞在のポテンシャルの最

大化を優先したケースである．このようにパレート解の

集合を得ることによって，予算制約に応じた街路の整備

パターンを提示できる． 

 ここではパレート解の平均値を算出し，街路の整備区

間の評価を試みる．図-9は歩道の拡幅面積の分布を，図

-10 は飲食店舗の増加件数の分布をそれぞれ示したもの

である．これらより以下のことがわかる． 

 まず，歩道の拡幅面積の分布(図-9)についてみてみる

と，金沢駅と旧市街地を結ぶ都心軸(国道 157 号)におい

て歩道の拡幅割合が高くなっている．この中でも，駅前

から近江町市場までの区間の拡幅面積が特に大きい．都

心軸には歩道がすでに整備されているが，当該区間をさ

らに整備することで来街者の回遊行動が促進されると考

えられる．旧市街地の歩道拡幅区間に着目すると，しい

のき広場を囲む「広坂通り」「仙石通り」「いもり掘通

り」を優先的に拡幅することが望ましい結果となってい

る．広坂通りは連日多くの歩行者で賑わっている一方で， 

仙石通り・いもり堀通りは自動車交通量が多く，図-2に

示すように歩行者の回遊性が乏しい．これらの区間を連

続的に整備することで来街者の新たな回遊が創出される

ことが期待される． 

 次に，飲食店舗の増加件数の分布(図-10)についてみて

みると，兼六園や金沢城公園，ひがし茶屋街などの主要

な観光地の周辺の街路で立地件数が多くなっている．こ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 パレートフロンティア 

 

図-9 歩道拡幅面積の分布 

 

図-10 飲食店舗の増加件数の分布 
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のことは，主要な施設間を結ぶ街路に軽食・小休憩など

ができる施設を配置することが重要であることを示唆し

ている．また，歩道の整備パターンとは異なり，都心軸

上での立地件数は少なくなっており，飲食店舗は都心軸

に近接している細街路に立地させることが望ましい結果

となっている．これらの街路は現時点で移動経路・目的

地として選択される確率が低くなっている．地域全体で

来街者の回遊行動を誘発させるためには，細街路におい

ても小規模な店舗を立地させる必要がある． 

 また，衣服店の増加件数，緑化整備区間についても同

様に算出した結果，衣服店の増加件数の分布パターンは，

飲食店と類似した結果となった．緑化整備区間の分布パ

ターンについては，地域全体で分散的に緑化させること

が望ましい結果となった． 

 

 

6. おわりに 

 

 本研究は，来街者の小さな滞在に着目して回遊行動を

分析するとともに，小さな滞在を誘発させる街路空間の

整備パターンを評価した．以下では得られた成果を要約

するとともに，今後の課題について述べる． 

1) 来街者の滞在時間の長さによって，4 通りの滞在タ

イプ(小・中 1・中 2・大滞在)に分類した．来街者の滞在

箇所の空間分布をみた結果，小滞在は地域内に点在する

一方で，大滞在は特定の地点で発生することが明らかと

なった．また，小滞在を実施することによって，まちな

かでの回遊時間が増加することがわかった． 

2) 二項ロジットモデルを適用して，小滞在の発生要因

を分析した結果，大規模施設や観光地で小滞在が発生す

ることを示した．また，こうした主要な施設以外にも，

歩道が整備されている街路や，小規模店舗が集積してい

る街路，緑化されている街路においても，小滞在が発生

する傾向にあることを明らかにした． 

3) 多目的最適化アプローチを適用して，予算制約のも

とで，来街者の小滞在を誘発させる街路パターンを計

測・評価した．地域全体において来街者の小滞在のポテ

ンシャルの最大化するためには，現時点で回遊性の乏し

い旧市街地において連続的に歩道を整備することが望ま

しい結果となった．また，小規模施設については，細街

路に多く立地させる結果となった． 

 今後の課題としては以下の諸点が挙げられる．本研究

では来街者の小滞在の発生モデルを構築したが，今後は，

トリップチェインとして移動と滞在の選択行動モデルを

構築したい．また，大山・羽藤 8)のように，街路空間の

再編と来街者の行動変容を評価できる配分モデルに拡張

したい．このとき，歩行者のみならず，他の交通手段の

利用者に与える影響も考慮する必要がある． 
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施したものである．記して謝意を表する． 
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